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令和２年度 静岡県老人福祉施設協議会

新型コロナウイルス感染症発生に対応する
BCP作成のための研修会

全国社会福祉法人経営青年会

社会福祉法人 同愛会

菊地 月香

social welfare corporation DOAIKAI

法人概要

法人名： 社会福祉法人 同愛会

開設： 昭和７年９月

社団法人大日本傷痍軍人同仁會として設立

昭和２７年５月

社会福祉法人同愛会として組織変更

平成７年１２月

法人本部を栃木県へ移転、栃木県法人認可

職員数： ２６８名（常勤１４２名 非常勤８３名）
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social welfare corporation DOAIKAI

法人事業の概要 ◆障害関係事業
入所施設 短期入所

通所施設（生活介護・就労支援・cafe）

ホームヘルプ グループホーム 相談支援

◆高齢関係事業
デイサービス 訪問介護

居宅介護支援事業所 地域包括

小規模多機能型生活介護事業所

認知症対応型グループホーム

小規模特別養護老人ホーム

◆児童関係事業
保育所 学童保育 相談支援

児童デイサービス 短期入所

◆その他
バリアフリー温泉旅館 なかが和苑

ぱん屋さんのカフェ Honey Bee

social welfare corporation DOAIKAI
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四季の花
四季の空

芳賀地区障害児者
相談支援センターとちぎ地域生活
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宇都宮市障がい児者
生活支援センター

かがやき

事業所配置図
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social welfare corporation DOAIKAI

Business Continuity Plan ＝事業継続計画
事故や災害等の緊急事態が発生した際に事業の継続または

早期再開が果たせるよう、損害を最小限にとどめ、中核とな
る事業の継続・早期復旧を可能とするための計画

Business Continuity Management system
＝事業継続マネジメントシステム

上記のＢＣＰをより実効性のあるものとするための運用マ
ネジメントシステム

BCPとは

social welfare corporation DOAIKAI

Ｂ
Ｃ
Ｍ

➢ 継続的なサービスを提供するための取り組み

➢ 業務やサービスの早期復旧
のための取り組み

➢ 地域や他法人のニーズに応
えていくための取り組み

防

災

➢ 人命を守るための取り組み

感染症の理解 スタンダード
プリコーションの理解

備蓄品配備
緊急時対応
体制構築

マニュアル
策定

訓練の実施

代替手段 役割分担 サービス提供

ボトルネック資源への対応

応援職員の
受入れ

感染拡大
防止策

情報発信・収集

連携協定
締結

応援派遣

情報発信・収集
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social welfare corporation DOAIKAI

発症からの主な流れ

初動対応

対策本部設置

BCP発動

事業継続

復旧活動

⚫ 医療機関・保健所との協議
⚫ 隔離対応（ゾーニング）・入院調整
⚫ 他利用者の症状把握・検体検査
⚫ 利用者・職員行動履歴の整理
⚫ 利用者家族への連絡・説明
⚫ 感染拡大防止（消毒）

⚫ 備品等の確保・整備
⚫ 職員体制の調整
⚫ 経過観察
⚫ 情報収集、報告
⚫ BCP発動判断

⚫ BCP対策方針決定
⚫ 事業継続活動
⚫ 状況連絡
⚫ 応援職員派遣の受入れ検討・実施
⚫ 財務対策

social welfare corporation DOAIKAI

危機的事象から復旧までの流れ

現状復旧時間目標復旧時間

ＢＣＰ導入！

影響を軽減する
事前計画

復旧時間を早める事前計画
ＢＣＰ
未導入

時間

危機発生

緊急時であっても
ニーズが高くなる
事業
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social welfare corporation DOAIKAI

一般企業
損害・損失の防止
従業員の安全管理

社会福祉
事業所

利用者の生命・生活の維持
従業員の安全管理

地域・関係機関への協力・連携

社会福祉事業所におけるBCPとは

social welfare corporation DOAIKAI

BCP作成とBCMの推進にむけて

基本方針の策定 危機管理体制 重要業務の選択
リスク

アセスメント

流行時の対策
感染者発生時に

おける対応

BCP運用

（教育・訓練）
評価・見直し
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social welfare corporation DOAIKAI

基本方針の策定

➢ 社会福祉法人・事業所として法人理念に基づき、ＢＣ
Ｍに取り組む上での経営者の方針

➢ 方針策定のための視点

①新型コロナウイルス等の感染症の発生に伴い、

問題になることは何か？

②現状の問題の中で克服すべき課題は何か？

③ＢＣＰが目指すべき目標・目的は何か？

social welfare corporation DOAIKAI

当法人におけるBCPの基本方針

ＢＣＰの目指すべき目標・目的

➢ 利用者の健康及び生活の維持、継続。
➢ 施設機能の維持、継続。
➢ 職員や家族の安全確保、雇用の確保。
➢ 地域の復旧のための核となる。
➢ 被災者から支援者へ。

ＢＣＰの基本方針

➢ 利用者・職員の生命、健康、生活を第一に考える。
➢ 地域に目を向け、施設機能を生かし、地域社会の核とな
る。
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social welfare corporation DOAIKAI

危機管理体制

➢ 法人、エリア、拠点毎の体制を決める

➢ 事業所毎の役割分担を決める

理事長

在宅部門

部長

入所部門

部長
事務長

施設長

social welfare corporation DOAIKAI

重要業務の選択

➢ 法人や事業所の主たるサービス（基幹事業）を考える

緊急時において運営を優先すべき事業

各事業を包括的にカバーできる事業

入所

通所

訪問介護

入所系

日中活動
短期入所

居住系

グループホーム
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social welfare corporation DOAIKAI

ボトルネックの特定

➢基幹事業継続のための必要な資源を共有する

social welfare corporation DOAIKAI

➢ 重要なボトルネック資源への対応策が決まっているか？

➢ 取引関係業者等へ事業継続の必要性を働きかけているか？

事業継続のため、想定したリスクに対し、
ボトルネック資源調達上の課題を把握し、

対策を講じておく
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social welfare corporation DOAIKAI

人

職員体制
陽性者等が発生した場合の体制。
応援職員受入時の役割・業務など（法人内・外）。

利用者
陽性者発生時の対応及び施設内経過観察および医療機関への入院も踏ま
えた準備。

業務委託先 クラスター発生時の受入・対応について契約上の取り交わし事項。

外部支援者 感染症対応医療班、保健所、行政等への対応。

嘱託医 協力医療機関も含めた医療提供体制。

物

備蓄品
備蓄リスト参照。
新たに整備した備品等の管理、使用方法の確認、共有。

居室 ゾーニングシミュレーション実施、必要備品の配備。動線確保。

食材
備蓄品。（ローリングストック方式）
食材納入業者との対応協議。

日用品 納入業者との対応協議。（ローリングストック方式）

social welfare corporation DOAIKAI

リスクアセスメント

➢ 想定されるリスクを考える

要因想定と結果想定の違い

↳影響の甚大さで考える。

➢ 想定外の捉え方

巨大災害やパンデミック等で起こることは常に想定外

➢ 想定のパターン

環境として最も厳しい状況をイメージする
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social welfare corporation DOAIKAI

施設・事業所名
事業休止
可能日数

発生する確率の高いリスク リスクに対する脆弱性

影響度 リスク対応策 暫定コスト
地震水害 風害 そ の 他 資源を取り巻く環境 現状での対策

光輝舎 ０日

新型コロナウイルス等感染症
新型コロナウイルス等の感染症が施
設内で発症した場合、集団感染は不
可避

感染症対策マニュアル
を改訂

大
感染症対策マニュアルの更新と感染
症対策計画の策定による、発生時の
対応計画及び予防対策の構築

職員に感染が拡大した場合、出勤停
止で支援が滞る

職員の体調を把握
支援体制の見直し

大

感染症の正しい理解及び予防対策の
徹 底
行政や関係機関等の各種通知や情
報の熟読

大 支援体制及び勤務体制の構築

感染症発生に際し、どのように行動し
たらよいか不安や迷いが生じる

国等の通知に基づき行
動

大 職員行動指針の策定及び行動

衛生用品が不足する 備蓄品にて対応 大
備蓄品、備蓄量の再検討
（マスク、アルコール、ガウン、ゴーグ
ル等）

衛生用品一式
100,000円

リスクアセスメントシート

social welfare corporation DOAIKAI

リスクと対応の想定

➢ 結果想定に伴う事業への影響を考える

➢ 大掛かりな資金を投じる事項については、事業計画や中長期
計画に盛り込み、理事会等へ図る

➢ 結果想定を参考に考える
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項目 リスク 対策 リスク消滅までの期間

施設内 支援員の感染 勤務調整、業務縮小、優先業務の実施 2週間～1ヶ月

看護師の感染
勤務調整、電話等による業務の共有、法人内部または外部の看護師の派遣、保健所、益
子町との連携

調理職員の感染
勤務調整、支援員の応援、備蓄品活用、弁当手配、簡易メニューへ変更、簡易献立表活
用(2週間×2回分)

利用者の感染 感染症対策計画及び感染症対策マニュアルに基づく対応、予防

衛生用品の不足 備蓄品使用(新型コロナウイルスを踏まえ、1か月は自己完結で対応できるように購入)

外出・行事 中止、代替案

通院 必要最低限の通院に限定、別紙 医療機関電話・オンライン診療可否活用

内部研修・会議 中止または感染予防に努め実施(WEB会議システム等の活用)

ゴミ処理 ゴミの分別、医療ゴミ等適切な処理、別紙 ゴミの処理方法活用

職員が帰宅困難になる 宿泊場所の提供、体調管理、別紙 職員の宿泊場所の提供活用

連絡調整等を行う事務局用の会議室確保 集会室又は相談室を提供

外部 面会者
ステージ1では感染症対策計画に基づき対応し、ステージ2からは原則禁止とし、希望があ
れば電話やPCを用いてオンラインでの面会実施、参考様式3活用

嘱託医の休診 電話・メール等での診療を実施

取引業者 玄関口での納品、参考様式3活用

食材納入業者の配送停止
備蓄食材の使用、近隣スーパーへの買い出し・配送依頼、献立の検討、基本的に配送停
止はない 万が一の時は宅配業者が配送、参考様式3活用

リスクと対応の想定

social welfare corporation DOAIKAI

業務復旧に向けた連携機関シート

➢ 取引企業や業務委託先をリスト化し、連絡手段や連絡内容、
担当者等を明確にする。

➢ 陽性者状況の報告や物資供給の情報収集等の観点から、行政
の窓口担当者や種別協の事務局等も踏まえる。

（決裁権を有する管理職が適当な場合もある。）

➢ 協力体制を組む、他法人事業所、医療機関等。
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対策本部設置

➢ 初動対応は感染症対策計画やマニュアルと連動させる。

➢ 初動後の事業復旧と事業継続における体制が本シートで位置
付けされたものである。

➢ これらが起動する際は、緊急事態を要するため責任と同時に
権限が付与される。

➢ 平常時とは異なる情報収集や迅速な意思決定が求められる。

social welfare corporation DOAIKAI

役 割 内 容

対策本部長
（全体意思決定者）

指揮命令のトップ。
対策本部に関するすべての責任と権限を持つ。

本部長代行者 本部長を補佐し、本部長に事故がある場合の代理となる。

事務局 対策本部の運営事務、進行管理、プランニング、各責任者
間の調整、物資の調達と手配、予算管理、安否確認、従業
員への情報伝達などの責任と権限を持つ。

外部渉外 重要取引先や利用者、家族、業務委託先等への情報発信、
行政及び関係機関との連絡、指示、応援派遣の受入窓口、
情報共有、マスコミ等に関する責任と権限を持つ。

ゾーニング対応 感染拡大防止と外部支援者受入に向けた事業所内区分け

施設内業務 備蓄品や設備の在庫管理や使用管理等

◆その他、食材管理や医療、設備管理など、法人や事業所の実態に即し、任命する。
◆ また、業務委託先等との役割分担や責任の所在、備え等も明確にしておく。
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災害対策本部設置体制図

設置区分 災害の状況及び基準
対策本部
発動権限

第1段階

◆国内で危機的な事業が発生し、必要資源の調達ができないなど、事業運営に支障
をきたすことが懸念される場合

◆県内で大規模な災害が発生した場合。
◆感染症においてはステージ１の場合（地域未発生期）

海外で新型コロナウイルスが発生しているが、国内では発生していない状態

災害対策事
務局が対策
本部長に進
言

第2段階

◆事業区域で震度５弱以上の自信が発生した場合。
◆事業区域で避難勧告が出た場合。
◆感染症においてはステージ２の場合（地域発生早期）

国内で新型コロナウイルスが発生しているが、患者の接触歴を疫学調査で追え
る状態

災害対策本
部長

第3段階

◆事業区域で震度５強以上の自信が発生した場合。
◆事業区域で「特別警報」が発せられた場合。
◆事業区域で避難指示が出た場合。
◆感染症においてはステージ３の場合（地域感染期）

国内で新型コロナウイルスが流行し、患者の接触歴を疫学調査で追えなくなっ
た状態

自動設置

social welfare corporation DOAIKAI

重要な業務に受けたダメージの影響の拡大状況に伴い、
発動を判断する。

◆基幹事業によるサービス提供が出来なくなる事態が発生した場合。
◆中断業務の予想復旧時間は目標復旧時間を超えると判断された
場合。

事象の発生に伴い、自動的にＢＣＰを発動させ、決められた
手順で行動できるようにしておく。

◆法人本部の地域で震度５強以上の地震が発生した場合。
◆新型コロナウイルス陽性者によるクラスター発生が認められた場合。

BCP発動基準
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social welfare corporation DOAIKAI

流行時の対策

職員行動指針の作成

法人・事業所側
による支援体制

職員個々の
意識醸成

フェーズに応じた基準

感染予防の再徹底

social welfare corporation DOAIKAI

感染対策委員会の役割

➢感染症における情報収集

➢研修・訓練の実施（イメージトレーニング含む）

BCPに関する知識を習得

経営上におけるBCPの必要性を認識

BCPのステップの周知や対応手順の習得

リスクマネジメント等への理解と対応の習得

【主な内容】

①BCPとその内容の理解 ②ゾーニングシミュレーション
③利用者の生活継続 ④感染拡大防止策
⑤応援派遣受入体制と業務内容 ⑥施設内設備の使用方法
⑦備品・消耗品等の管理・使用について ⑧法人や外部機関と連携
⑨マニュアルの理解と見直し ⑩災害対策本部設置 ⑪その他
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備蓄品等の在庫管理

➢備蓄品は数のみでなく、保管場所や管理担当者も決定、記入す
る。

➢期間を設定し、その中で賄える量を備蓄することが望ましいが、
難しい場合は定期的に購入し、計画的に確保できるようにする。

➢保管状態を管理するため、定期的に点検、補充を行う。

➢調理スタッフや委託業者等が対応できない場合も想定し、食材
および非常食等も災害対応と併せて準備しておく。

➢陽性者ヘ食事を提供する際、使い捨て食器を使用することも踏
まえた備蓄が必要。

social welfare corporation DOAIKAI

期間：1か月半

№ 備品名 使用量 単位 備考

1 防護服（ガウン） 3,502 着 ほかビニル袋手作りガウン作成使用

2 防護服（タイペック） 70 着

3 サージカルマスク 4,720 枚

4 N95マスク 800 枚

5 消毒液 309 本 500mlのもの

6 ディスポ手袋 22,700 枚

7 ディスポキャップ 2,500 枚

8 フェイスシールド等 618 枚

9 感染性廃棄物 5,845 ㎏ 発生料

船橋市供出・報告

北総育成園における新型コロナウイルスクラスター発生時、対応備品の使用量について
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利用者支援における重要業務

➢職員の出勤状況に応じ、効率的なサービス提供並びに感染拡大
防止策に向けた業務整理を行う

時間 回数 質 他

食事・補水 ◎ 朝・昼・夕 3回 摂取量の把握　嚥下機能の低下に注意 汚染した食器の取り扱い注意
排泄 ◎ 定時、本人の訴え 数回 可能な限り通常通り　紙おむつも検討
体位交換 ◎ 2時間に1回 2時間毎
巡回 ◎ 2時間に1回(状況による) 2時間毎 普段と状況が異なるため巡回強化

整容 ○ 日中 1回
離床 △ 日中 1回 静養を優先(対象者を明確化する)
移動 △ 日中 静養を優先(対象者を明確化する)

保清 ○ 日中 1回 入浴不可の為清潔に留意
送迎 ○
更衣 △ 日中 1回
入浴 ×

調理 ◎ 朝・昼・夕 3回 状態に応じた食事提供(お粥など消化の良い物)
栄養管理 ◎ 3回
健康管理 ◎ 随時

サービスレベル
業務 評価

social welfare corporation DOAIKAI

業務日課の見直し

➢陽性者発生に伴う、段階ごとの業務内容を整理する。

➢陽性者を支援する際の業務マニュアル、日課を整理する。

➢重要業務に合わせ、職員体制を縮小した場合の体制についても
整理する。

➢直接支援業務以外の食事や清掃、洗濯等の業務の整理や従事者
の陽性に伴う対応困難時も想定し、対策を講じておく。

➢その他、マニュアルの見直し、作成。
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感染者発生時における対応

➢内部での情報共有

➢外部への報告方法、連絡先、担当者等を明確にしておく
指定権者、援護の実施者、利用者家族、嘱託医

新型コロナウイルス相談センター など

➢積極的疫学調査に対応できるよう、記録を整理しておく

➢施設内の消毒

【主な確認事項】

陽性者の発熱日２日前からのケア記録 施設内図面
利用者名簿 職員勤務表 面会者名簿 来所者記録
同室者や接触者との接点 食事座席 等

social welfare corporation DOAIKAI

行動履歴・接触者管理表

対象者 〇〇〇 〇〇

月日 日時 症状 行動履歴 接触者氏名 接触者対応

4月19日 8:30 無症状 〇〇園出勤 入所者30名（別紙内訳１） 4月21日保健所指示

通所者20名（別紙内訳２） 健康観察により自宅待機

職員（別紙内訳３）

17:30 無症状 退勤

18:00 無症状 スーパーへ30分買物

（マスク着用）

18:45 帰宅 父、母、妹 4月22日PCR検査

4月20日 8:00 37.8℃ 自宅待機 母 4月22日PCR検査

倦怠感

4月21日 10:00 39.2℃ 自宅待機 母

倦怠感
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併設事業所の運営について

➢ 休止とするか、条件付きで受入をするか、代替策を講じるか、
指定権者等と協議の上で決定する。

光輝舎（通所） 事業縮小及び休止時における利用者リスト

氏 名

午前午後に分けて実施 10人程度の利用に縮小し実施 通所休止し、代替サービス実施

月 火 水 木 金

月 火 水 木 金 代替サービス内容

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

1 A ○ 電話にて状況確認・生活相談

2 B ○ ○ 自宅にて入浴支援及び家事全般等

3 C ○ ○ 自宅にて入浴支援等

4 D ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 自宅にて清拭及び服薬排泄支援等

5 E ○ ○ ○ ○ ○ ○ 自宅訪問市状況確認・生活相談

6 F ○ ○ ○ 自宅に入浴拭及び排泄支援等

7 G ○ ○ ○ ○ ○ ○ 自宅にて入浴支援及び家事全般等

8 H ○ ○ ○ 電話にて状況確認・生活相談

9 I ○ ○ ○ 自宅にて入浴支援及び家事全般等

10 J ○ ○ ○ ○ ○ ○ 自宅にて入浴及び食事、排泄支援等

social welfare corporation DOAIKAI

施設内ゾーニング

ゾーニングとPPE

⚫イエローゾーンは必ずレッドとグリーンの間に配置する

⚫グリーンゾーンで個人防護具を着用する

⚫イエローゾーンは個人防護具を脱ぐ場所とする

⚫一度レッドゾーンに入ったら、個人防護具を着たままグリーン

ゾーンに入ってはならない
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光輝舎 平面図（感染症発生時エリア分け）第一段階 食堂・厨房

＜２F＞

2-K 2-H 2-E 2-B 寮母室 看護婦室

ベ
ラ
ン
ダ

2-J 2-I 2-G 2-F 2-D 2-C 2-A
介護材
料室

EV 静養室

デイスペース

トイレ

デイキッチン

脱 衣 室

機械浴室

トイレ トイレ トイレ 汚物 ほふく トイレ トイレ 医務室

2-T 2-S 2-Q 2-P 2-N 2-M 洗濯室
浴室トイ
レ

トイレ

トイレ

2-U 2-R 2-O 2-L 和室 自力浴室 宿直室

＊利用者の方は基本的に居室にて対応していく。

＜１F＞

1-J 1-G 1-D 1-A 脱衣室 個別浴室 利用者玄関 寮母室

事務室 （対策本部）

ベ
ラ
ン
ダ

1-I 1-H 1-F 1-E 1-C 1-B 洗濯室 汚物 EV

デイスペース

玄関

デイキッチン トイレ トイレ 施設長室
トイレ トイレ トイレ トイレ トイレ トイレ ほふく

1-T 1-S 1-Q 1-P 1-N 1-M 1-K ピースフルルーム

機能回復訓練室 集会室
相談室

1-U 1-R 1-O 1-L

活動棟
（初期段階6名まで）

レッドゾーン①

＊感染者が拡大した場合は
居室対応が困難な利用者を
受入する。

クリーンゾーン（職員スペース）セミクリーンゾーン

social welfare corporation DOAIKAI

光輝舎 平面図

＜２F＞

2-K 2-H 2-E 2-B 寮母室 看護婦室

ベ
ラ
ン
ダ
（レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
出
入
口
）

2-J 2-I 2-G 2-F 2-D 2-C 2-A
介護材料
室

EV 静養室

デイスペース

トイレ

デイキッチン

脱 衣 室

機械浴室

トイレ トイレ トイレ 汚物 ほふく トイレ トイレ 医務室

2-T 2-S 2-Q 2-P 2-N 2-M 洗濯室
浴室トイ
レ

トイレ

トイレ

2-U 2-R 2-O 2-L 和室 自力浴室 宿直室

＜１F＞

1-J 1-G 1-D 1-A 脱衣室 個別浴室 利用者玄関 寮母室

事務室 （対策本部）

ベ
ラ
ン
ダ
（レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
出
入
口
）

1-I 1-H 1-F 1-E 1-C 1-B 洗濯室 汚物 EV

デイスペース

玄関

デイキッチン トイレ トイレ 施設長室
トイレ トイレ トイレ トイレ トイレ トイレ ほふく

1-T 1-S 1-Q 1-P 1-N 1-M 1-K ピースフルルーム

機能回復訓練室 集会室
相談室

1-U 1-R 1-O 1-L

レッドゾーン
（陽性確定者・濃厚接触者居住スペース）

イエローゾーン
（陰性者居住スペース）

クリーンゾーン（職員スペース）
セミクリーンゾーン

（職員消毒）



2020/12/11

20

social welfare corporation DOAIKAI

2階通所棟 出入口 食堂

2階入所棟

1階入所棟

出入口

クリーンゾーン
（外部医療チーム拠点）

レッドゾーン
（居住スペース）

レッドゾーン
（居住スペース）

防護服の着脱
場所

セミクリーンゾーン
（職員スペース）

＊レッドゾーンで利用者と直接支援（濃厚接触）する職員は日中、4～5名、夜間は2名を想定。

social welfare corporation DOAIKAI

ゾーニング時の注意点

➢ 各境界にビニルカーテン等の仕切りを設定する。

➢ 壁や床にゾーンの区分け表示を貼付し、明確に示す。

➢ PPE着脱場所には、蓋つきゴミ箱や消毒用アルコールなどを設

置しておく。

➢ レッドゾーン対応者、応援職員や直接支援以外の職員の出退勤

経路や動線等を明確に示す。

➢ レッドゾーン内には日用品を含む必要備品を設置し、その中で

完結するよう準備する。

➢ 陽性者の増減に応じ、適宜ゾーニングの見直し、消毒等を行う。
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その他

➢オンライン診療可否

➢職員帰宅困難時宿泊場所

➢ケアの方法・注意点

➢ゴミ処理の方法

➢簡易献立

➢個別ケア等に当たっての注意点 など

social welfare corporation DOAIKAI

BCMの推進に向けて

• 検証• 改善

• 訓練の
実施

• BCP

Plan Do

CheckAction

42


